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研究成果の概要（和文）：本研究では、教師の自律的な成長のために使用されるティーチング・ポートフォリオ
から、キャリア・ポートフォリオ（CP）の開発を行った。研究開始時点のプロトタイプを用いたワークショップ
の開催を繰り返し、ポートフォリオの構造に修正を加えることができた。修正後のCPでは各自の過去の学業や行
動結果に立脚した自分らしいキャリア形成について深く検討することが可能となり、ワークショップ参加者に対
する有効性も確認できた。CPが完成したことにより、これを統合したキャリア教育のシラバス開発も最終段階に
入った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a Career Portfolio (CP) from the teaching 
portfolios used for the autonomous growth of teachers. By repeatedly holding workshops using a 
prototype that was available at the start of the study, we were able to make structural 
modifications to the portfolio. The revised CP allowed for an in-depth examination of individual 
career formation based on each participant’s past academic and behavioral outcomes, and its 
effectiveness for workshop participants was confirmed. With the completion of the CP, the 
development of a career education syllabus that integrates this portfolio has also reached its final
 stage.

研究分野：日本語教育、キャリア教育

キーワード： 留学生の就職　日本語教育　キャリア教育　ポートフォリオ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではCPの開発がほぼ終了したが、本研究チームが最終目標としているのは、外国人社員と留学生の自律的
なキャリア形成であり、それを実現する教育方法である。企業や大学などの組織を離れ、自らの過去を参照し
て、自らの歩む方向性を見出してキャリアを形成していく提案は、従来の外国人・留学生向けのキャリア支援と
は異なる新たなアプローチである。今回の研究成果としてCPは完成段階に入ったが、次は、これを用いたキャリ
ア教育のシラバス開発や教材開発とその普及という課題が残っている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の開始以前、日本企業で働く外国人社員は、確実な増加・定着とは言えない状態ではあ

ったが、元留学生の新卒社員で離職しなかった人々が中堅社員や管理職になり、海外大学から直
接、就職する外国人社員も現れ、徐々に彼らの属性は多様化しつつあった。働く人が多様化する
と、かつての日本企業のように、類似の人々に対して企業主導で一斉に同じようなキャリア形成
を提供することは難しくなる。そこで、個々の外国人社員が自律的に成長するための育成ツール
（キャリア・ポートフォリオ＝以下 CP）を開発する必要性を指摘した。CP とは教師の自律的
な成長のために使用されるティーチング・ポートフォリオを原型としたもので、キャリアのため
のポートフォリオとして活用を目指したものである。研究開始時点にはプロトタイプの段階で
あったが、実際に用いて内省を行うワークショップの開催を繰り返し、ポートフォリオの構造に
修正を加えることを目指した。 
本研究が開発する CP を用いた内省が習慣化し、自律的にキャリア形成を検討できる外国人社

員が増えれば、日本人社員向けの代用で問題視されてきた外国人社員むけの研修や外国人社員
に特化した人事育成ノウハウは不要となる可能性があると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本企業で働く外国人社員の適応調査を行い、その知見とこれまで先行研究

で得られた知見により、多様化した外国人社員の自律的な成長とキャリア形成を実現する人材
育成ツール CP を開発することである。 
この目的を達成するために、当初の計画においては、次の問いを設定した。⑴中堅外国人社員

はどのように日本企業の管理職業務に適応するか。⑵海外大学出身の外国人社員はどのように
日本企業での勤務に適応するか。⑶あらゆる外国人社員に有効な CP の内省項目とは何か。⑴と
⑵はこれまでの日本企業にはいなかった外国人社員のグループである。ここに従来の、国内大学
を卒業した元留学生の外国人社員の適応に関する先行研究の知見を加味することで、⑶の目的
が達成されると予想した。 
 
３．研究の方法 
申請時の計画では、若手から中堅へ移行する外国人社員グループ、及び海外大学から直接日本
へ就職した外国人社員グループを対象に、インタビュー調査を行なって適応の実態を明らかに
し、それを踏まえて CP 開発を行う予定であった。 
しかし、データ収集に着手した直後にコロナウイルスの世界的な大流行が発生し、本研究の研

究協力者にも緊急帰国する者、離職や突然のリモートワークに対応を迫られる者などが現れ、そ
れまでの職場環境・担当業務に大きな変化が生じたため、データの一貫性に齟齬が生じることと
なり、当初の予定通りに彼らの日本企業への適応とキャリア形成の調査を継続することが困難
となった。 
そこで、外国人社員を対象とする研究計画を大きく変更し、企業に比べて対面に戻る動きが早

かった国内大学で学ぶ留学生と、コロナ禍による影響が薄く、そのためオンライン授業の導入が
不要だった台湾の大学生を対象に、CP ワークショップの受講生を対象にインタビューデータを
収集して CP 開発を継続することとした。具体的には、CP を用いたワークショップで実際にキャ
リア形成を内省してもらい、後に完成した CP へのフォローアップインタビューを行うことを繰
り返し、試用と修正を繰り返して開発に繋げることとした。 
 
４．研究成果 
 本科研の申請時点では、CPのプ
ロトタイプと呼ぶべき開発段階
にあったが、留学生に対する試用
を繰り返してその度にポートフ
ォリオの構造に修正を加えるこ
とができた。 
最終年度には、CPの開発過程と

その概要・具体的な利用方法と効
果について、国際学会での口頭発
表（JSAA-ICNTJ 2023/豪州日本研
究学会研究大会・国際繋生語大
会）を行った。この成果発信に対
して、学会参加者からは、日本人
学生の初年度教育についての活
用や技術研修生や特定技能など
地方の日本語教室に集う外国人

 
図・開発した CPフォーマット 
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①成果：できたこと ②活動：したこと、していること

③：①や②を始めた理由・動機 ④：①や②が取り組み続けられた
環境要因

⑤：望ましい働き方（どこで、どん
な会社で、どんな風に、誰となど）



への応用可能性についての質疑があり、今後の開発の方向性について有益な示唆を得た。 
更にその半年後には、完成した CP を用いた２日間の集中ワークショップを台湾・東海大学に

て開催した。16 名の学部生が２日間の内省作業に取り組み、各自の過去の学業や行動結果に立
脚した自分らしいキャリア形成について深く検討することができた。 
結果として、留学生や海外大学生が日本での就労を視野に入れてキャリア形成のための内省

を行う際のツールとして有効性があることを確認できた。今後は、この CP を用いたワークショ
ップのノウハウや、このワークショップを統合したキャリア教育のシラバスを確立し、教科書の
作成など具体的な教育方法として社会に発信するという目標に向かって研究を継続する予定で
ある。 
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